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W・S・MaUghamの小 説 の 歴 史 的 概 観
一 そ の 一1897年 よ り1914年まで 一
脇 田 勇
RichardCordellもそ の 著 書SomersetMaughamに お い てThree
AutobiographicalNovelsの一 章 を 設 け て,OfHumanBonaage,TheMoon
anaSixPence,CahesandAleの三 つ を 取 上 げ て い る が,Maughamの 作 品 に
は 自伝 的 要 素 が 極 め て多 い 。Goe七heの 「ウ ィ ル ヘ ル ム ・マ イ ス ター の 修 業
時 代 」 に 比 較 され るOfHumanBonaage,TheMoonanaSimpenceその 他 多
くの 長 篇,短 篇 に,時 に は 実 名 に て,も し くはAshendenと 名 を 変 え て 登
場 し,Maugham自 身 の 眼 で と らえ られ た 人 生,人 間 が 「一 人 称 小 説 」 の 形
式 で 展 開 さ て い る 。 又TheSMmmingUP,AWriter'sNotebooh,TheVagrant
Mooa等 の 随 想 録,批 評 集 な ど に は 完 膚 な き ま で に,自 己 に つ い て 語 つ て い
る 。 しか し,彼 の 世 界 観,人 生 観,人 間 観 は 何 で あ ろ うか と 追 求 し て 見 る
と,そ の 全 貌 を 尽 す こ とは,こ とほ ど さ 様 に 簡 単 で は な い 。 極 論 す る も の
は,cynicism以 外 の 何 物 で もな い とす ら言 う。 小 説 家 と い う も の に 対 し て
い だ い て い る 我 々一 般 の イ メ ジ の 尺 度 で 計 るに は,余 りに もそ の 対 象 が 大 き
す ぎ る と い う感 を ぬ ぐい 去 る事 が 出 来 な い 。Maugham自 身 「芸 術 とは,あ
らゆ る人 が 享 楽 す る も の で あ る 時,は じめ て 偉 大 で あ り,有 意 義 な もの で あ
(1)
る」 と語つている如 く,一,二 の作品 か ら彼の 思想 を抽出 して,こ れが
Maughamだと明示す ることは不可能 と言って過言ではない。筆者は,こ の
小論において,研究対象を主 として小説,特に長篇に しぼ り,その創作技法及
び内容の変化を概観 しつつ,彼 の思想の発展過程をたどるのが目的である。
(1)TheSummingUp,Chap.76,p.299(Heinemann)。
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多 くのMaugham研 究 家 の 先 例 に な ら い,三 つ の 時 期 に 分 け て 考 察 を
進 め て 行 く積 りで あ る が,第 一 期 は1897年 か ら1914年 ま で,即 ち1897年彼 が
処 女 作 五伽(ゾ 加 励 励 を 発 表 し て か ら,第 一 次 世 界 大 戦 勃 発 ま で の 間 で,
こ の 間 にTheMakingofaSaint(1898),短 篇 集Orientations(1899),長篇
TheHero(1901),長 篇Mrs.Cradaoch(1902),長 篇TheMerry:(io。Round
(1904),長 篇TheBishop'sApron(1906),長 篇TheExplorer(1907),長
篇TheMagieian(1908)等 の 小 説 と,AManofHonour(1903),.Mrs.Dot
(1904),LndツFrean'ch(1912)からTheLand()fpromise(1913)に至 る 戯
曲 約 十 篇 が 出 さ れ て い る 。
第 二 期 は1915年 か ら1938年 ま で で あ る 。1915年 は 彼 の 代 表 作OfHuman
Bondageが世 に 出 さ れ た 年 で あ り,1937年 はMaughamが63才 に な り,劇
壇 か ら の 引 退 を 声 明 し た 年 で,こ れ ま で の 彼 の 総 決 算 と し て 翌1938年 にThe
SummingσPを 発 表 し た の で あ る 。 こ の 期 間 は,彼 の 創 作 活 動 が 質 量 共 に 充
実 し,六 つ の 長 篇,即 ちOfHumanBondage(1915),TheMoonandSimpence
(1919),ThePaintalVeil(1925),CahesandAle(1930),TheNarrowCoptner
(1932),Theatre(1937)と六 つ の 短 篇 集TheT7emblingofaLeaf(1921),
TheCasuarinaTree(1926),Ashenclen(1928),TheFirstPersonSingular
(1931),AhKing(1933),Cosmoi)olitans(1936)とTheCircle(1921),Oar
Betters(1923),ForSePtviceRendered(1932),ShePPy(1933)を含 む 劇 作 十
四 篇,そ れ に 三 つ の 旅 行 記OnaChineseScreen(1922),TheGentlemanin
theParlour(1930),DonFernando(1935)が発 表 さ れ て い る 。
第 三 期 は 第 二 次 大 戦 勃 発 の1939年 か ら今 日 に 至 る 期 間 で,六 つ つ の 長 篇
即 ちChristmasHolida夕(1939),UρattheVilla(1941),TheHowbef()re
the1)aevn(1942),Rago〆5Edge(1944),ThenandIVoω(1946),Catalina
(1948)と二 つ の 短 篇 集TheMixtUPteasBefore(1940),CPteaturesofCircum-
stance(1947),その 他 にBoohsanaYou(1940),A確 吻 〆sNotebook
(1949),TheVagrant.Mood(1952),TenNovelsandtheirAuthors(1952),
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ThePointofView(1958)等の手記,批 評集を出 してい る。
さてMaughamは 「私は批評家たちか ら,20代では残忍だ と言われ,30
代 には軽薄だ と言われ,40代には皮 肉だ と言われ,50代の ときは腕達者だ と
く　　
いわれ,そ して現代60代で は皮相だ と言われてい る」 と述懐 してい るが,以
上述べ た三つ の時期 の第一期 とは23才か ら40才頃 まで,第 二期は(～fHuman
Bondageを完 成 した41才か らTheSummkngUPを発 表 した60代の初頭 に
及ぶ期間,第 三期 はそ の後の30年とい うことに なる。彼 の実験的試作的 な第
一期に対 して,批 評 家はbruta1とかflippantとい う表現 で彼 を評価 し,創
作活動 が最 も旺盛で成 熟 した第 二期 に対 してcynical,competen七とい う批
判を下 し,第 三期 の60年代に対 しsuperficialの一語で総括 してい るわ けで
あ る。果 して,こ の評価が妥当な もので あつたか否 か,そ れ は これか らの作
品の研究 の中で解明 したい点で ある。
筆者 は この 三つの時期 の主 と して 小説 を解剖 しなが ら,彼 の小説 が如
何に 出発 し,如 何に 発展 す るか の過程を 跡づけ,巨 嶽 の如 くそ び え立つ
Maughamとい う作 家に一つ の 足がか りを つけ るのが 目的であ る。 先ず第
一期の作 品の分析か ら,手 をつけて行 くことにす る。
L董zao`Lambeth
父親 がパ リの英国大使館顧 問弁護士であ ったた め,パ リで生れ,育 った
Maughamは十 才で両親に死別南 イ ソグ ラン ドで牧師を していた叔 父の家で
成 人 したが,や がて肺を病 んで南仏へ療養に行 き,快 復す るとHeidelberg
に勉学 に行つた。彼 は この時代,作 家を志 ざし,文 学修業 に専 念す ることを
決心す るが,作 家志望 を表 明す る ことに若 干の気恥ずか しさを覚え るとい う
社会情勢 もあつ て,医 師 として 自活す る方針 を立て,LondonのSt.Thomas
病院附属 医学校 に入 る。TheSummingUPに「警官で も立ち入 ることを躊躇
(1)Ibid.,Chap.60,p.219.
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するような,怪 しげな路次へ入つて行かなければな らなかったが,そ んな場
くり
所 で も,医 者であ ることを示す黒鞄が,充 分 に私 を護つ て くれ た」 と語つ て
い る如 く,貧 民窟 のLambethに足を運 び,産 科 の助手 と して63人もの赤 ん
坊を と りあげた のであ った。 この 体験を もとに して,比 較的 短い 小説 を書
き,そ れが 出版 され て 文壇 に 出 ることに なる。 これが 五伽(ゾ 加 吻 励 で
Maugham23才の 時 で あ る 。 当 時 英 国 の文 壇 ではThomasHardyと
GeorgeMeredithが覇 を きそ い,OscarWildeの名声が上つ ていた。Shaw,
Wells,Conradもや っ と頭角をあ らわ した頃であつた。 この作品に描 かれ た
世界が19世紀末 のLondonであ る ことは 勿論で あ るが,そ の技 法 も19世紀
末的であ った ことは,後 年 の彼の作 品 と対比 しみ ると歴然 としてい る。 しか
し,こ の作 家の出発 して きた文学上 の還境 を うかが うた めは,見 逃す ことの
で きない作 品で ある。
Liza()fLambethは,直接には,こ の貧民窟に おけ る体 験 と観察か ら生
れた。LizaKempとい女性が,ふ とした偶然でJimBlakestonとい う,
同 じ町に 住む,子 供が5人 もあ る 中年男 に 誘惑 され,彼 女 に 純情を 捧 げ る
Tomと い う青年 を 斥 け,Blakestonの子供 を 宿 す。 その 事 を 知 つ た
Blakestonの妻は,嫉 妬 に狂 い,あ る 日Lizaを路上 に待 ち うけ,喧 嘩 をい
どみ,衆 人還視 の中で大立廻 りとな り,そ れが原因で流産 し,は か な く死 ん
で行 く。 この喧嘩の場 面な どまことに写実的であ る。 この作 品の序文で 「私
は虚構は殆 ど用 いなかつた。 自分が見た り聞いた りした ことを,で きるだけ
平 明に書 いた。ひ ど く味 もそ っけ もない感 じが したので,で きれば空想 を働
かせ て,刺 激的 な派手 な ものに したか ったのだが,そ のや り方が解 らなか っ
た。想像 力が情 けないほ ど貧か ったので,私 は事実 を固守す るよ りしかたが
なかつたのだ。 当時私 はGuydeMaupassantを非常に尊敬 していたので,
私 の小説を書 くに当つ て,彼 の小説をお手本 に した。若 い作 家が,し ば しば
悪 いお手本 を 真似 しやすい ことを 思 うと,私 が一つ の物語 をあの 様に 明快
(1)Ibid.,Chap.18,p.61.
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に,直 戴 に,効 果 的 に 物 語 る天 才 の 持 主 を お 手 本 した こ とは 幸 福 で あ る 」 と
言 っ て い る が,ま さ し くrealismの小 説 で あ り,事 実 を 平 明 に 書 い た 所 に,
成 功 の 原 因 が あ る よ うで あ る 。
MaughamのMaupassan七に 対 す る傾 倒 は 非 常 な もの で,そ の 小 説 論,
例 え ばAltogeherの序 文,TheSummingUp,Chap・56-59,In七roductionto
Telle「sOfTales,C「eatu「esofCircums.tanceの序 文,TheVVrite7'sPointof17riew.
TheArtofFiction(Ten.NovelsandTheirAuthors,Chap.1)等に は,必 ず
Maupassantの名 が 出 て くる。 そ れ は,TheSummingσPのChap.23で 述
べ て い る よ うに,明 晰 で,論 理 的 な頭 脳 の 持 主 で あ っ た が 故 に,フ ラ ソス 流
の 明 快 さ を 好 ん だ で あ ろ うが,C7eatures()fCircumstanceの序 文 そ 他 を 見
る と,短 篇 小 説 の 巨 匠Chekhovに 対 し て は,そ れ ほ ど魅 力 を 感 じな か っ た
の も肯 け る。 話 の 山 が な く,情 緒 と雰 囲 気 の み 伝 え る手 法 を 高 く評 価 して い
な い 。L如ofLambeth執 筆 の 経 緯 は,そ の 序 文 に 詳 述 して あ る が,彼 は21
才 迄 までIbsenば りのone-ac七Playをい くつ も書 い て い た 。 所 が 売 込 ん だ
劇 場 の 支 配 人 か ら断 わ られ て い る。 そ こで,小 説 を 書 い て 名 声 を 博 し,劇 場
支 配 人 等 が 戯 曲 に 注 目せ ざ る を 得 な い よ うに す る の が,得 策 と考 え た 。 当 時
FisherUnwinとい う出 版 屋 がPseudonymLibrary(匿名 文 庫)と い う双 書
を 出 して,か な り反 響 を 呼 ん で い た 。 短 篇2つ を 書 き送 つ た が,こ の 文 庫 に
入 れ る に は 短 か 過 ぎ る,長 篇 が あ っ ら拝 見 し た い と言 っ て よ こ した 。 そ こで
早 速 近 い 中 に 送 る と返 事 を 出 し て,早 速 こ の 作 品 に と りか か つ た の で あ る 。
出 版 され て 一 ケ 月 と経 た な い 中 に,再 版 が 出 た の で,彼 は 作 家 と し て 進 む 決
心 を 固 め るに 至 る 。1897年St・Thomas病院 附 属 医学 校 を 卒 業 し,医 師 の 免
(1)
許状 を得 ると,作 家にな る為 医業を投 げ うちスペイ ソに旅 立 ったので ある。
当時 は,所 謂世紀 末の唯美主義 の作家,即 ちPaterやWildeの全盛時
代 で,そ うい う文 章に不得意 なMaughamも,時 代 の影響 を うけ,何 とか彼
等の様 な文章を書 こ うと努 力を傾けた。あ る時はsαlomeの幻想的 な言葉の
(1)Ibid。,Chap.29,p.98,
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色彩 と珍奇 さに陶酔 し,自 分の語彙 の貧 しさに驚いて,BritishMuseumに
行 き,珍 しい宝石 の名や,古 代上薬 の ピザ ソヂ ソ的色合 いや,織 物の感覚 を
ノー トし,他 日こ うい う言葉を鎮 めた文章を書 きたい もの と思 った りした。
JeremyTaylorのHolyDyingの文章に 心酔 したの もこの 時期 であ る。
AWrite〆sNoteboo々の1900年,1901年頃には,こ の様な文章 の例が い くつ も
載 ってい る。 スペイ ソソ旅行 を もとに1905年TheLand()fBlessalVirginを
書 いたが,こ うした調子 の文章であつた。 「今で もアメ リカで少 しずつ売れ
てい るので,書 きなおす 手間を かけて もいいので はないか とい う気 になっ
た。 しか しそれは,す ぐに,不 可能だ とわか った。 この紀行は,わ た しが完
くの
全 に忘れ さった何者かの手 に よって書かれた ものであった」 と言 ってい る。
勿 論後年 の 彼の作品は,此 等 の世紀 末の 作 家達 とは 異な る 方向に転 開 して
行 くが,こ の唯美主義の影響 が全 然消滅 した とは思われ ない。 例えば,ρ ノ
Human.Bondageの主人公 が到達す る人生を一枚 のPersianrugになぞ らえ
る人生観,TheMoonandSimpence(1919)のStricklandが,この世的 な
あ らゆ る極楷を放郷 して芸術 に生きる態度,ThePainteaVeil(1930)のヒロ
イ ソKittyが,中 国の奥地の町の城壁 の妖 しい美 しさに 胱惚 とす る場 面 な
(2)
どに,そ れが うかがえ る。
Maughamは天 才型の作 家で な く,長 い間の修練 と,意 識的に他 の作家
の手法を学 ぶ ことに よって大成 した作家で あ る。その文章修業の経緯 につ い
てはiTheSummingUpのChap.9,Chap.10に詳細に述べ られてい る。後
年 の彼 の作品 に見 られ る文体,diction,surpriseending(落ち)等 の複雑 な
技巧 な ど全然 な く,単 純であ るが,勤 い技法が駆使 され ていて,純 粋 な効果
を生んで い る。60才で選集 を編 んだ彼が,読 み返 して失望 しなか ったユニ ー
クな芸術的内容 と価値 が ここにはあ る。前 述の如 く,Maupassantから学 ん
だ 自然主義の影響 は,説 明を要 しない程明白にあ らわれて いる。発端の人物
(1)Il)id.,Chap.9,p.25.
(2)Tゐ θPaintedレ'eil、Chap.58(Heinemann).
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の紹 介か ら,妻子 のあ る男 との恋愛 の成立 と推移,恋 人の妻 とLiZaの争 い,
そ して死へ と,女 主人公LiZaの 性格 と境遇 との発展が,ほ とん ど公式的な
順 序 と均整 を もって進行す る。 この様 な型 の小説を彼 は後 に書いていない。
描 写の上で も,全 く会話 と動作 に よ り叙述を運 んでお り,心 理描写 な どは稀
に しか しない。 この時代 のMaughamがIbsenに影 響をけ,彼 の野心は劇
にあ り,事 実 この作後lo年間にその野心 を成 就 して,一 時代 を席捲す る劇作
家に生長 して行 った事 を思 い合せ ると,こ の様 な傾 向は当然 であった と考 え
られ よ う。 ロソ ドンの下層階 級の生活,貧 しさと無知か ら くる救いのない社
会悪 に対す るMaughamの態度 には,problemplayをひ っさげで,社 会 の
解放に立上 ったIbsenの姿 とどこかつなが るものが感 じられ る。 「病院 の外
来 患者部 とか,産 科係 りと しての勤 務中に廻 った地城で出会 った人達や,職
業柄,家 か ら家へ と往診す る時に感銘を うけた り,ぶ らぶ ら歩 きなが ら眼に
うつ った事件 な どを,な ん ら附け加え もせず,誇 張 もせずに描 いた。私には
想像力がかけ ていたので(と い うのは,想 像力 とは訓練 に よって成長す る も
のであ り,一 般 の考え とは反対 に,未 熟な青年 よ り,円 熟 した大人の方に強
い ものだか らであ る),自 分 の眼で見,自 分の耳で 聞いた ことを,極 めて卒
直に書 くよ り仕方がなか った」 と述べてい るが,そ の リアル な描写 の中に,
作 家Maughamの独特 なポーズを見逃す ことがで きない。10代のMaugham
は,英 国の 小説家 よ りも,幼 少年期 を 過 した フラソスの 作家に 親 しみを持
ち,MaupassantからStendhal,Goncourt兄弟,Flaubert,Ana七〇1eFrance
へ と向ったのであ る。 彼は無感動の態 度でVictoria朝未期の社会 を眺 め,
身辺 の貧民窟 に うごめ く人間 の姿を容赦な く,観 察 し描写 したのであ る。
JohnBrophyはこの様 な態度に,clinicalism(臨床 主義)と 名づけ,
それ は創造的芸術家 よりも,記 述的学 者に よくあ る,感 情 に動 か され ない,
意識的 な,観 察の習性で ある と述べ てい る。 そ して,そ のclinicalismはコ
スモポ リタ ン的 と呼 ばれ る生活に 育 て られ る とい う説 明 を して い る。 筆者
は,後 日Maughamと旅 の問題 にふれ る 積 りで あ るが,そ れ とも関連が あ
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るので,やや長いが引用してみることにする。
Thisclinicalattitudeshouldnotberegardedmerelyasaby-
productofMaugham'smedicaltraining.Itisalmostcertainly
temperamental,inherentintheman,andnourishedbyhis
admirationforthe`objective'schoolofFrenchliteratureand
especiallyforMaupassant,whowashimselfaliterarydisciple,
andindeedapupi1,0fFlauber七.Cinicalismiscloselyrelatedtoし
thosereligiousandphilosophicopinionswhichMaughamhas
expoundedfrom七imetotimewithsomeexplicitness,anditisan
outlookoftenfostered,ifnotproduced,bythehabitoflifewhich
iscommonlyandconvenientlycalledcosmopolitan.Tobean
acceptedcosmopolitanitisnotsufficienttotrave1:thewanderings
mus七beconductedfromseveralbases,thosel)asesmustbelarge
capitalcities,andthetravellermustbeonintimatetermswith
,theirmostinfluentialcommunities.Maughamappearstofulfilthe
conditions.BornofEnglishparentsandschooledatCanterbury,
hestudiedatheUniversi七yofHeidelbergbeforetakingup
medicineinLondon.Sincethen,histravelshavebeenfrequent
andextensive,七akinghimtoIndia,Burma,Siam,Malaya,China,
theSouthSeas,Russia,andtheAmericas-buthishomeshave
beenmadeinLondon,Paris,andNewYork,andontheFrench
Rivierawhichformsakindofseasonalannexetothosethree
capitals.
(こ の 臨 床 家 的 態 度 を,単 にMaughamの 医 学 修 業 の 副 産 物 に す ぎ
ぬ と 考 え る べ き で は な い 。 そ れ は ほ ぼ 間 違 い な く,天 性 的 な も の で,
彼 が 持 っ て 生 れ,フ ラ ソ ス 文 学 に お け る 「客 観 」派,特 にMaupassant
に 対 す る 傾 倒 に よ っ て 養 わ れ た も の で あ る 。 と い う の は,こ の
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MaupassantはFlaubertの文学上 の門下,い や実際 の弟子だ った の
で ある。 臨床主義 は,と きお りMaughamが ある程 度 あか らさまに
述べてい る,宗 教や,哲 学 上の意見 と密接 な関連を持 っていて,そ れ
は,ふ つ う便宜上 コスモ ポ リタソ的 に呼ぼれ る生活習慣 に よって,生
み出 され ない まで も,育 て られ ることの多 い見解であ る。 自他 ともに
許す コスモ ポ リタ ソとなるた めには,各 地 を旅行 して歩 くだけでは足
りない。す なわ ち,そ の遍 歴はい くつか の基地か ら行われ なけれぽ な
らず,そ の基地 は大 きな首都であ ることを要 し,巡 歴 す る人はそ の首
都の もっと も有力 な社会 と親密な間柄で なけれぽ な らぬ。Maugham
は この 条件 を 満 してい る よ うに 見え る。 イギ リス人を 両親 に して生
れ,カ ソタベ リーの学校で教育 を うけ た彼は,ハ イデル ベル ヒ大学に
学んだ後,ロ ソ ドソで 医業 に従事 した。それ 以来,彼 の旅行 はひ んば
ん且広範範 囲にわた り,イ ソ ド,ビ ルマ,シ ャム,マ レー,中 国,南
洋,ロ シヤ,南 北 アメ リカに行 つてい る一一 しか し彼 が家庭をか まえ
たのは ロソ ドソ,パ リ,ニ ュー ヨー クと,こ の三つの首都のあ る季節
(1)
におけ る別館 ともい うべ きフラ ソス領 リヴ ィエ ラであ った)
この見界 に対す る批判は,項 をあ らためて評述す ることにす る。 五伽
ofLambethはMaupassant流にdryでcoldで あるが,優 れた小説で あっ
た。言わず もが なの,詳 細にす ぎる情況説明や,グ ロテス クなCockneyス
ラングがあ るに して も,Hogarthの絵 の様 な生気を持 ってい る作品で あ る。
RichardCordel1もこの作品 の特色に関 し次の様 な批評 を している。
Thegramophone,radio,七elevisionandfil㎡s,themotor-cycle
andsecond-handcars(andmanynewones,too),aswellas
sanitarycouncilflatsanduniversaleducationfortheyoung,wi七h
dailyorangejuiceandmilkprovidedfreeintheschools,and
(1)JohnBrophy:somersetMaugham(writersandTheirworkNo・22),
P・IL
'
(34) 人 交 研 究 第三十一輯
adulteducationcentreshavemadeLiza'sEastEndasremoteas
MollFlanders'andOliverTwist's.Butitisarealworldinthe
novel,anditspeopleliveandbreathe;fortheslumdoctorknew
Liza,hergin-10vingmother,andJim,theirstreet,theirhomes,their
interests,theirlanguageandmanners,theirhumanweaknesses.
(グ ラ ム フ オ ソ も,ラ ジ オ も,テ レ ビ も,バ イ ク も,セ コハ ソの 車 も
新 車 も また,公 衆 衛 生 相 談 所 や,青 少 年 の 義 務 教 育 や,学 校 無 料 給 食
の ジ ユ ー ス や ミル クや 成 人 教 育 セ ン タ ー と 共 に,Lizaの い た イ ー ス
ト ・エ ン ドをMollFlandersや01iverTwistのそ れ の 様 に 遠 い昔
の も の と して し ま っ た 。 しか し,小 説 の 中 で は,現 実 の 世 界 で,そ の
中 の 人 物 は 生 き て 呼 吸 して い る。 そ れ は,作 者 モ ー ムがLiZaや,ジ
ソの 好 き な 母 親 や,Jimや,そ の 連 中 の 街 や,家 や ,そ の 興 味 の対 象
くり
や,言 葉や マナーや,人 間的弱点を知 っていたか らで あ る。)'
しか し,こ の作品に対 して批評 家は,必 ず しも好意的ではなか った。そ
れ はVictoria朝の晩年 頃は,自 然主義的文学 は,批 評家の支持を うけ るこ
とが殆 どなか ったか らであ る。GeorgeMooreは呪われ,ArthurMorrison
やGorgeGissingも無視 されていた。ThomasHardyはJudetheObscure
に対 す る反感 に意気阻喪 し,小 説 の筆を絶 った時代で あった。それに もかか
わ らず,今 に して思 えば,ス ラムを リアルに,客 観的に描 いた英 国の最初 の
作品 として重要 な意味 を持つ ので ある。 このス ラムの住人は ウエス ト ・エ ソ
ドの住民 よりPrimitiveであ り,且naiveで あ り,彼 等 より本能的 に行動
す る と共に,ブ ル ジヌアジーの如 くつ ま らぬ タブー と仁義 の世界 に まきこま
れて いる。Maughamは,MaupassantやFlaubertの如 く,そ の姿 を赤裸
裸 に報道す る ことに満足 し,批 評を加え よ うとは しない。故 国の批評 家の白
眼視 に もかかわ らず フラ ソスの著名な批評家AugusteFilonがLeloumal
(1)RichardCordell:SomersetMau8ham,P・113・(Heinemann)・
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desD伽彦εに心 あたた まる批評 を 書 き,彼 の住 んでいた下宿 のおかみMrs・
Fo「esmanがウエス トミンス ター 寺院 で 後 に 副 監督 とな ったWilberforce
が説教 の題材に この本を用いた と語 った時,作 者は狂わ んぼか り喜んだので
あった。 間 もな く出版屋 のFisherUnwinが,第二版 が直 ちに出 ると語 る
と共に,彼 は医業 を捨 て,作 家に なる決心 を したので ある。
Mr5.Craddock
第 一 次 大 戦 の 勃 発 に 至 る 迄 に 書 い た 小 説 は,L伽ofLambethの 外 に
TheMahing('faSaint(1898),TheHero(1901),Mrs.Crctaidock(1902),
TheMerry-Go-Roun4(1904),TheBisho汐's∠4pron(1906),TheExplore7
(1908),TheMagician(1908),と短 篇 小 説 集Orientations(1899)であ るが,
Heinemannの選 集 に はL伽ofLambethとMrs.Cvaaaockの二 作 しか 入 れ
て い な い の を 見 て も,こ の 二 作 以 外 は,エ チ ユ ー ドの 域 を 脱 して い な い と言
っ て よい で あ ろ う。 彼 自身 「この 二 篇(LieaofLambethとMrs・Craclcloch)
を 除 い て,職 業 作 家 に な っ て か ら最 初 の10年 間 に 書 い た 小 説 は,自 分 の 仕 事
を お ぼ え よ う とす る実 地 練 習 で あ っ た 。 な ぜ な らば,職 業 作 家 を 悩 ます 困 難
の 一 つ は,彼 が 一 般 大 衆 の 犠 犠 に お い て,技 術 を 習 得 しな け れ ば な らぬ こ と
で あ る 。 彼 は 自分 の うち な る 本 能 に よ っ て,書 く こ とを 強 制 され る 。 しか
も,頭 に は 主 題 が あ ふ れ て い る。 彼 に は そ う した 主 題 を 取 扱 うだ け の 技 術 が
な い 。 経 験 は せ ま い 。 ま だ 未 熟 で,自 分 の 持 り て い る 才 能 を ど う利 用 して い
い か 知 らな い 。 そ して,書 き あ げ た らで き る だ け 出 版 しな け れ ぽ な ら な い 。
そ れ は 生 活 を す る た め の 金 を 得 るた め も あ るが,ま た,活 字 に な る まで,自
分 の 作 品 が ど ん な も の か,自 分 で もわ か らな い し,友 人 の 意 見 や,批 評 家 の
くり
批評をまって,は じめて自分の誤 りを知 ることができか らである」と語 り,
大部分の作家は,人 生を もっと知 り,も っと技巧に熟達するまで手がけなか
(1)TheSummingU),Chap.44,p.165.
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った ら,有 効に使 えた ら思われ るテ ーマを無駄 にに してい ると言 うのある。
よしんば,彼 自身認 め る如 く,荒 けず りの,欠 点の多 い ものであろ うと,彼
の小説の発達の歴史的意味は見逃せ ない とともに,そ れ な りに面 白味を持 っ
てい るのである。手 際 よ く纒 めて,形 の美 しさを保 と うとい うよ うな態 度を
と らず,持 てる全精 神をかたむけ て,頭 の中に泉 の如 くわ きあが って くる発
想 を,な りふ り構わず書 き抜 いてい った とい う印象 を与 えて くれ る。執拗 さ
が あ ったれぽ こそ,そ こに()fHumanBonaageやThe.MoonandSimpence
がは じめて誕生す るのであ る。 この時代 におけ る も う一つの特徴 は,小 説の
手 法が,一 作 ごとに変 化 してい ることで あ る。L伽ofLambehは リア リズ
ムの小説,TheMakingofaSaintは歴史小説,.Mrs.Cracldochはテーマ小
説,TheMerry-Go-Roundはナ ムニバ ス小説,TheMagicianは恐 怖小説 とい
った具 合であ る。上 田勤氏の 「Maughamがまだ本当 の自分の もの と言 え る
ものを 発見で きないで,暗 中模索 してい る 姿だ と考え られ ない こともない
が,そ れ よ りも,文 学や芸術に対す る考 え方が,我 々と多 少違 うのでは ない
か とい う風 に も思われ る。つ ま り彼 の考 え方 の中に,多 分に 『芸』 とか 『遊
び』 とかい う要素が入 ってい るためではないだ ろ うか。彼 は二 言 目には 『職
業作 家』 だ とい うが,こ うい う言葉 を使 うMaughamの 気持 は 複雑で,そ
の真意 を掴む ことは難 しいに して も,い わゆ る 『職業作 家』 た る素質が,多
分に彼 の中にあった ことが,初 期 の小説 に見 られ る手法の眼 ま ぐる しい変 化
くの
とい うことの中に も感 じられ るので あ る」 とい う見方は,肯 繁 に当た る と言
え よ う。
Londonの名の通 った本屋 に ことわ られて,や っと出版 され たのが,19
02年に出たMrs・Craddockである。 そ の拒絶の理 由は,あ か らさまな性 の
取扱 い,及 び知的で あるが熱情的で,自 己本位 の愚か者の野人 を 肉体的快 楽
の故に愛す る大胆 な描写に あったの であ る。 出版屋Heinemannは刺戦的
ない くつか の場面を削除す る条件で 発版に承諾 した。Victorianismの因習
(1)上 田勤:モ ー ム,p・48(新英米文学 評伝 双書,研 究社)
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が まだ しっか り根を下 していた20世紀初頭 において,偶 像破壊 の言辞や,官
能描写が,い かに シ ョ ヅキ ソグあ ったかは想像に難 くない。
この作 品の中の唯一 の面 白い人物 はMissLeyである。この作品を選集
の中に入 れたのは,彼 女 の存在の為であろ うとも言 える。MissLeyはいい
意味で世故 にたけ てい る。機知が あるが,控 え 目で,人 を裁かない。Edward
王朝 の淑女 の典型で ある。物語 は悲哀 に満 ち,機 知の色づけはあ るが,ユ ー
モ アに乏 しい。Ber七haLeyは感情的 な娘 で,孤 児で,Blackstable近くの
CourtLeySの所有 者で,旧 家の 名 ご りであ る。 彼女は,小 作 人 の 一人
EdwardCraddockを愛 してい ると信 じ,自 分に結婚 の申込みをす る様 に し
むけ る。Edwardはよき農夫であ るが,の ろまな男で,結 婚後,こ の事 を彼
女 は,は じめ て知 る。子供を死産す るや,彼 女は別れ る。彼 女は魅力的 な若
い浮気者 のい とこと恋愛沙汰 をお こすが,叔 母 のMissLeyに救われ,夫 の
所 に戻 る。彼女 のス ピ リッ トはすでに無 く,夫 のそれは もえ さか ってい る。
夫 は公的生活に走 り,1地方 の政治家にな り,Freemasonの指導 的立場 に も
つ いてい る。Edwardは,一度落馬 して怪我をす るが,そ れに もめげず,再
度,「 墓 石は上等なのを註文 して くれ」 と冗談を言 いつつ,自 信 の程 を示 し
なが ら死 んで行 く。 しか し,Berthaは他人 の ことの よ うに,そ れ を 聞い
てい る。 彼女は 部屋 に戻 ると,Edwardのあ らゆ る時代 の写 真が 目に 入 い
る◎ あ らん限 りの 勇気 を しぼって 炉 の中に 裂 き棄 て 火をつけ る。 彼女 の幻
滅の一部は,宗 教 とともに あるこ とをそ の時知 る。Maughamは村 の宗教 を
攻撃 してい る。牧師 とそ の妹が,戯 画的に語 られ る。MissLeyが我我 の共
感を呼 ぶ。彼女 は,社 会の事情 に洞 察力 を持 ち,経 験 もあ る,洗 練 され た女
であ る。他 は皆 田舎者 で,彼 女だけ コスモ ポ リタソであ る。彼女は,Mrs.G・
W・Steevensとい う実在の賢婦 人が モデル と言われてい るが,LBrander
(1)
の言 う如 く,こ の作品でMaughamの 典型 として あげれ る最初の人物 であ
る。 彼女はMaughamの 心理 分析の最初 の実験で ある。 イギ リスの伝統 を
(1)LaurenceBrander:Somerse彦Ma儲gha〃z,∠4Guide,P・16(Oliver&Boyd>
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象徴す る よ うな・現実主義的 な男 と結婚 した ロマ ンチ ックな個性 の強い女主
人公Berthaは,こ の後 のMaughamの 作品に登場す る女性 の一つの型 だ
と言 え るであろ う。
RichardCordellは,この作 品の価値 は社会描写 にな く,肉 体的基礎 の
上 に成 功を志ざす結婚 の,あ か らさまの追究 であ り,又 魅力 を感 じてい る男
性 を恥 らい もな く追 い求 める,肉 体的欲望を持 った女性 の,卒 直な追求で あ
ると言 い,又Victoria朝の上品 さ,求 愛 の儀礼 とい うものが,批 判 の風に
され ていて,結 婚 に対 るす作者 の探究 的解剖 があ り,彼 の小説 の最良の一つ
であ ると賞讃 して いる。
ThevalueofMrs.Craddockdoesnotlie,ofcourse,initssocial
picture:itliesinitscandidstudyofamarriagetryingtosuceed
onaphysicalbasis,theequallycandidstudyofawomanwith
strongphysicaldesiresshamelesslypursuingthemalewhoattracts
her.Victoriannotionsofmodestyandtheritualofcourtship
werethrowntothewinds.HereisMaugham'smostsearching
analysisofamarriage.Hemakescredibletheinitialattraction
ofBerthaandEdwardtoeachother,andlikeStrindbergskillfully
tracesthetransformationofloveintohate.BerthaisinteUectua1,
restless,andsensitive,butsostronglysexedthatshedebases
herselfbeforeacloddishmanofproperty.Edwardisacompletely
realisedcharacter,whojustmissesbeingacaricatureofthe
l
middle-classAnglo-Saxon_unimaginative,narrowhypatriotrc,
energeticallyagoodfdlow,conservative,virtuous.Heisastupid
andahappyman.Hehasnodoubts,nostruggles,noself-
criticismWithatouchofdryhumour,Maughammakeshima
productofhisownschoolinCanterbury.LongbeforeEdwardis
killedinanaccident,Berthahaslostallherloveforhim.After
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sheseeshisbodybeforetheflatteringministrationsofthe
embalmer,shejubilantlyfeelsherselffree.Withcomposureshe
picksupthebookshehadbeenreadingwhenherdeadhu忌band
wasbroughthome,andbeginsreadingagain.Bothhusbandand
wifeareintolerantandinelastic;botharedetestable.Asaresult
thenovellackswarmthandcharm,althoughitpossessesvigour
(1)
andreality.ItisoneofMaugham'sbestnovels.
τ卜●Mak』golaSain毛
LivaofLambethが成 功 した時,出 版屋FisherUuwinから,貧 民窟 を
テーマ に した,も っ と長 い 作 品を 書 くよ うすすめ られ たが,彼 の心の中で
は,成 功 を追 っては な らぬ,そ れ を 避け なければ な らぬ とい う気持が あ っ
た。又一 方 フラ ソス人か らromanr6gional(地方文学)に あ ま り重 きをおか
ない ことを学 んでいた。その頃,LixaofLαmbthとは まるで違 った小説を書
きあげていた。それ は,ル ネ ヅサ ソス時代のイ タ リアを舞台 とす る小説で,
Machiavelliの「フロ レソス史」を読 んで ヒ ソトを得た ものであ るった。 そ
の動機 とな ったのは,AndrewLangの小説技法につ いての論文 を読 んだ こ
とであ った。Langは,若 い作家 は,同 時代 の風俗習慣 が書け るほ どの 人生
体験 をつんで いない。歴史は,物 語 や人物 を,供 給す る し,若 い血 に燃 え る
ロマ ンチ ックな情 熱は,こ うした種類 の作品に必要 な刺激を与 え ると説 いて
いた。後 日,彼 は,そ の ことの誤 りを指摘 している。第 一に,若 い作 家が,
同時代 の事 を書け るだけの知識 を持 ちあわせて いない とい うことは事実では
ない。 歴 史小説は,一一見,違 つた 風俗習慣 や,違 った 考えを持 って いるの
で,ひ ど く自分 等 と毛色の変 って見 え る人間か ら,生 きた人間 を創造す るの
だか ら,人 間について,深 い経験 を必要 とす るのは 白明の理 であ る。 また過
(1)RichardCordell:oP・cit・PP・117-11&
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去 を再現す るには知 識のみ な らず,想 像力が い る。AndrewLangの言 った
ことと実 は反対 なので ある。世俗 の知識を得,人 間の本性 をえ ぐる直観 を身
につけ,過 去 の人物 を理解 し再 現で きる,晩 年 こそ,歴 史小説に向 うべ きで
あ る が,し か し 自分 は,Langの い う ま ち が った意見に したが って歴 史
くり
小 説 を 書 い た と語 ってい る。Maughamは,円 熟の境地 に達 して,Then
and2>oω(1946)の中でMachiavelliとCaesarBorgiaについて,又
Catalina(1948)でスペイ ンの黄金 時代 の事 を書 く迄,歴 史小説は書 かなか
った。
TheMakingofαSaintは,ルネ ッサ ンス時代 のイ タ リアのForliの歴 史
上 のあ る事件か ら,題 材が選ばれてい る。医学 生の時,イ タ リアに行 きイ タ
リア語 を勉強 して,Machiavelliに興 味を覚 え,愛 読 した 「フロ レンス史」の
第8巻 の中で,夫GirolamoRiarioが暗殺 され た時,妻 のCaterinaSforza
の身に起 った物語 を読 んだ。Londonに戻 るや,病 院の余 暇 を盗 んで,大 英
博物 館の 図書館で,詳 細の史実を調べ あげた。 長い休暇 を利用 してCapri
島へ行 き,こ の小説 を書 きあげたのであ る。
CaterinaSforzaはこの小説の 中の唯一人の人物で,あ とは,き らびや
かなル ネ ヅサ ソスの野望,謀 略,残 酷,欲 情 の物語で あ る。物語の中に,ル
ネ ヅサ ンスの 自由 さを もって生 きてい る二 人の女が出て くる。一人は ブロ ン
ド,も う一人は ブル ーネ ッ トであ る。 プロ ソドは,Riario党の兵士の妻で
あ る。彼 は ブル ーネッ トが,不 貞 と見て,ブ ロン ドと恋 におちい る。彼 女は
小性 に化けて,主 人公 と逃亡す る。Orsiから逃 げて 自宅 にた ど りつ くや結
婚す る。最初 の愛 人が不意にあ らわれ る。不貞の故にそ の愛 人を殺 し,自 分
の妻を家族にあず け るが,家 族 の者は,家 名挽回の為,彼 女 を さ し殺す。兵
士は,最 後 に フラ ンシス コ派の僧 となる。Maughamは 「FisherUnwil1は,
この作品を受け とった時,き っ と驚いたに違 いなか った」 と言 ってい る。
この本は,抑 評 家か ら手 きび し くこきお ろされ,読 者 もつかず,選 集か
(1)TheSu〃z〃zin8乙TP,Chap・43,P・163・
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ら除外 されたの も当然であった。大衆,暴 民,支 配者,人 間の弱 さについて
の彼 の皮 肉な,性 急な観 察は,そ の時代 の 巨マ ンチ ックな歴史小説の中にあ
って場 ちがい もはなはだ しか った。
TheH●re
TheHeroはMrs.CPtculdochと同様に,Maughamが 少年 時代 を過 した
Kent州を舞 台に してい る。Mrs.Cradaockが実は先に書かれ ていたが,出
版 の引 き受け手が なか ったので,TheHeroが先に 出されてい る。 この小説 の
ス トー リィは簡単で あ る。互に相愛 してい るが,一 方が敬 愛の気持 を持 って
お り,他 がそれ を失 った ことに よ り問隙 を生 じる,二 人の人間 の葛藤 の物語
であ る。 このテ ーマを20年後 に使 ってTheUnknoωnとい う最 も興味 あ る戯
曲を作 り上げたので あ る。 これは ボーア戦争に暗示を うけ,又 フラ ソス小説
の研究 に影響 され た もので,Maugham自身 も,陰惨で,非 妥協的で,退 屈 な
ので,校 正の時以来一度 も読んで いない と語 っている。当時彼 は,Flaubert
に心酔 していたので,非 常 に長 った らしい風 景描写をや ったが,そ んな描写
は三行 以内に制限す るとい う規則 を設 け るべ きで,そ の行 数で,一 つ の風景
を書 けないな ら,読 者の想像 に まかせ た方が よい とも言 ってい る。
JamesParsonsは若 き職業軍 人で,父 が軍 人 として失敗 した償 いを しな
ければ な らぬ とい う観 念を植 えつけ られて育 った。少年 はボ ーア戦争 に出征
す る。勝利 をお さめて帰郷す ると,観 迎 され るが,自 分の英雄的行 為は,激
戦 の最 中に おけ る 自然の反応 とわか って い るので,そ の観迎を うけ る気持 に
なれ ない。Jalnesは,戦争の 中に,英 雄的な ものを見 出す ことはで きぬ 。
自分は興奮を好む故戦 うのであ り,よ り大 き く強い者が勝 ち,そ れが戦争 の
全 てであ ると語 る。1901年代に おいて,こ の様 な考え方を持つ ことは,知 性
的で,勇 敢な こ とで あった。 この物語 には二人の 婦人が 登場す る。 一人は
Maryと言い,大 佐 の娘で,彼 の婚約者で あ る。 もう一 人はMrs.Wallace
といい,Jamesの連 隊のMajorの寡婦であ る。前者 は,や ぼで,鈍 感 な女,
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後者は,頭 が よ く,す れ っか らしの 女で あ る。 後者に 求愛 す るが 拒絶 され
て,前 者に戻 って行 くが,Maryは 彼 を うけつけ ない。Jamesは,自殺をす
る。 この小説で,Maughamはは じめて,真 剣 な人物描写 と,社 会批評 を試
みてい る。 しか し,青 年作 家は,こ の種の心理的問題 に取組む には未だ しの
感があ った。()fHumanBonclageを書け るよ うな 舞 台で,彼 に喝采す るま
で,一一般 大衆は,彼 が,も っと簡単 な物語の作家 として しか評価 して いなか
ったのであ る。Cordellも,Maughamの作 品の研究家には なにが しの興味
はあ ろ う。何故 なれば,ハ ッとさせ られ る観 察,ゆ が んだ ユーモア,彼 の手
法が円熟期 に入 って巧 みに扱 うことに なる人物の原型があ るか らだが,話 自
体は,馬 鹿 げていて,主 人公の英雄が敬慶 なMaryと の結婚か ら逃れ るた
くり
め,自 殺 を犯す結末 は グ ロテス クだ と批評 してい る。
丁卜oMorrγ ・Go-ROuod
MissLey(Mrs・Craaaochに現れた)が,こ の小説 に もあ らわれ,効 果
を出 してい る。 全 て人物 は,彼 女 とDr・Hurrellの廻 りに,回 転木馬の如
く転 開 す る。 必要に応 じて,援 助 と助言を 措 しまぬ この 二人は,ロ ソ ドソ
の独 身男性,女 性 の よき典型であ る。 この二 人は諸 々の物語のつな ぎの役 を
演 じる。Maughamは一つの新機軸を出 さん もの と,実 験を試 みてい る。 こ
の物語は四つのlong-shortstory(中篇ノ1・説)か らで きてい る。互に何 の関
連 もない,い くつかの事件 の中に暮 してい るが,同 じ重要 さを持ち,あ る時
点で,つ なが りのある事 件を同時に進行 させ ることがで きた ら,人 生を よ り
真実に描 き出せ るのでは ないか と思 ったMaughamは,次 の如 く語 ってい
る。 「私は同 じ世界に住 んでい る人人同志 の関係に似た漠 然 と した関係 しか
もたぬ幾人か の人物を とらえて来 て,同 じ程度の詳 しさで,彼 等全部の話 を
書 き,彼 等のすべ てにつ いて,私 の知 って いる全 てを語 ることに よって,人
(1)RCordell:op.cit.,p.116.
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生についての遙かに充実 した印象を与えることができるだろうと考えた。私
は必要な数の人物をえ らび,同 時に起る四つの物語を工夫 した。ちようどイ
タリアの修道院にあ る大きな壁画のなかで,あ らゆる風俗の人人があ らゆ る
多類多様なことを行っているが,観 る者は,そ れを一瞬の うちに収めること
がで きる,そ うい う壁画の ような ものとして,私 は 自分の小説を考た。 この
計画は野心的にす ぎて私の力に及ぽなかった。……だがそれで も私は この思
いつきには何かがあると思っている。あるいはこれ らの交錯す る複数の物語
と,そ れに登場す る人物 とが,厳 密に作中人物の一人の眼を通 して見 られて
いた ら,う まく書けたのか も知れぬ。 この人物が,お のれの関係を持つさま
ざまの出来事に対 して もつ関心によって,そ れ らの事件に統一を与え,小 説
中の他の人物に対す る彼の反応か ら生ず る劇的な価値が,読 者に単一のテー
マが存在す るかの ようなイルウジ・ソを与えて,そ の注意をそ らせずにすん
(1)
だか も知れないのであ る」
た しかに この作品には,作 者が 競 って書 いた様子が うかがえ るが,そ れ
は彼が,大 英博物館に通つ て,華 麗 な散文 の中で用い ようと,宝 石やそ の他
の美 しい 品名を 研究 し,メ モを と りな どして いた頃で あ ったので あ る。又
aesthetes(美文派)の 時代に遭遇 し,有害 な影響を こ うむ った事 も事実 であ
ろ う。 五伽ofLambethは別 として,最 も興味 のあ るもので,London社会に
ついて書か ん とす る大がか りの実験が あ り,彼 の後の作 品に出て くる人物,
及び場面 の原形をなす ものが散見 され る。彼 の最 も得意 とす る中篇への試 み
(勿論それは無意識で あった ことは明白で あ るが)が あ らわ れ て い る。 多
くの郡を なす人物 を処理せ ん とす る試 みで あ ったが,個 個の物語が互に連関
してい ないが 故に 不成功に 終って いる。 舞台廻 し役のMissLeyとDr.
Hurrellが出会 い,語 る時に,何 物 に もま して,面 白い。 特にDr・Hurrell
とMissLeyの語 る言葉の 中に,Maugham哲学の繭芽 を発 見す る。 この作
(1)PrefacetoLゴ 翅oノ 五α励 θ魏,PP・xxiii-xxiv・(Heinemann)・
(Cf.Tゐθ5%mmingの,Chap.44,pp.167-168)
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品は,彼 の研究の豊富な史料集で,色 々な点で,彼 の修業時代の最 も立派な
試作品であった。
TheBishop'sApron
この作品は 面 白いfarceで英 国 ユーモ ア 作家P・G・Wodehouseの初
期 の作品に似ていて,軽 い筆致で書 かれてい る。 五伽 げ 五α吻 励 の序文 に
「当時私 は さる若 く魅力 ある人に恋着 して,そ の人は私 の乏 しい懐 中では と
て も賄い きれ ない絢欄た る趣味 の持主であ った。私 よ り裕福 な恋人た ちが,
彼女 をSavoyの 晩 餐や,Maidenheadでの 日曜 日の午餐に連れ てゆ くとき
に,相 伴 させ られ るのは,私 に とって屈辱であ った。そ こで私は,私 も彼女
の軽はず みな魂が求 めてや まぬ悦楽を彼 女に提供 してや りた い一心 で,腰 を
落着 けて,こ の陽気で面 白い小説を書いた」 とあ るが,恋 愛の資金調達のた
め書 いた ものであ った。 この物語は,1911年迄上演 され なか ったLoavesand
.Fishとい う戯 曲の中で扱 ってい るが,劇 は一場 にだけ限定 され,登 場 人物や
物語.りは,制 限 されい る。中心 人物 はCanonSPrattleで,ウェス ト・エ ン ド
の牧師 の,Maugham流の調刺であ る。同 じ人物は,TheExPlorerの中に も
顔 を出 し,そ こではハ ンサ ムで,都 雅 で,い ん ぎんで,主 教 にな るにふ さわ し
い人物 となってい る。娘を貴族 に,僧 職にあ る息子 を金持の醸造業者の娘 に,
それ ぞれ結婚 させ よ うとしてい る。彼 は男 や もめで,恋 の虜 とな り,古 いな
じみ の金持の寡婦に プ ロポーズす る。その求愛 と拒 絶の場 面が,ユ ーモ ラス
に描かれ ている。 小説の場合,息 子が相手 の娘Gwenに 愛情 を持 てず,父
が代役を務め るが,求 愛ぶ りが天晴れで,そ れだけで このCanonに 愛着が
持たれ る。 も う一つ の笑劇的 な場面 は,bishOPの職を求 め る所で,素 晴 し
いユーモ ア と皮 肉を もって書かれてい る。「この作 品は,若 き 日のMaugham
の生気横 盗す るfarceで,そ の成功 は当然であ り,再 版 されれ ば,大 いに
くユ　
楽 し まれ る で あ ろ う」 とBranderも 言 っ て い る。
(1)LaurenceBrander:oP・cit・,P・22・
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TheExplorer
これは上演 されぬ同名の戯 曲を小説化 した もので,有名な探 険家Henry
MortonStanley卿を モデルに して,生 計に窮 したあげ く,一 ケ月で書 き上
げた と言われてい る。TheEmplorerは真面 目な主題であ るが,手 の こんだ喜
劇の脇筋 があ る。 アフ リカか ら戻 ったAlecMacKenzieは広大 な アフ リカの
奴隷売 買を粉砕 した人物であ る。 しか し,こ の作品はLucyAllertonとい
う女のAlecに よせ る恋の物語で もあ り,又 投機に全 財産 を費 消 し,諸 諸の
寡婦達の 金 を 使 い 尽 して,獄 につ ながれ るLUCyの 父親の物語 で もあ る。
Lucyの兄のGeorge,彼は弱 さ と悪 の権化の ような人間だが,Lucyの 求め
で アフ リカ につれ て 行かれ る。 彼 はあ らゆ る 悪事 の末,自 らの 命 を 絶つ。
Alecはアフ リカか ら凱旋 し,観 迎 され るが,同 時にGeorgeの死 の事 で新
聞にたたかれ る。彼 の弁護ので きる人間 は皆死 んで いるので,彼 は黙 して語
らない。Alecは意志 の強 い,寡 黙の人間で,英 国政府の援助 を受けず,自
費で アフ リカ人の正義 のために戦 ってい る。 しか し,ほ ん と うの話 は,恋 愛
の物語で,場 面は 華か な ロ ソドソ,そ の 背景に初期 の 作品 の人物,例 えば
CanonSprattle(TheBishop'sApron)等が 出て くる。 今は懐 か しの ロソ ド
ソが描 かれ,Edward王朝の全てが我我 に与 え る時代がかった魅力 を持 って
お り,手 の こんだ喜劇 的脇筋 が,話 を一 層軽快 に展 開させ る。Maughamの
自家薬籠 中の作品 と言 うべ さ ものであ る。
'「h
eMag盲cian
当 時Maughamは33才 で,こ の 一 作 に 非 常 に 苦 心 し,素 材 を 一 つ に ま
とめ る の に 長 時 間 を 費 した の で あ っ た 。 主 人 公 のOliverHaddoは,ベ ル
リ ソ博 物 館 のAlessandrodelBorroの肖豫 画 と,フ ラ ンス 滞 在 中 で き た 知
人 のAleisterCrowleyとい う 人 物 を も とに,創 り出 され て い た の で あ る 。
Crowleyは,悪 魔 崇 拝,神 秘 現 象,魔i術 に こ っ て い た の で あ るが,当 時 の
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パ リには,そ うした ものが 一種の 流行 となっていて,こ れはJorisKarl
HuysmanのLdiBas(彼方に)と い う恐怖小説に よって 惹 き起 された もの
であ った。Maugham自身 も,Huysmanに対す る尊敬が なか つた ら,こ の
小説は書かなか ったで あろ うと言 ってい る。場面 は,MaughamがGerald
Kelly・ArnoldBennett,CliveBe11等の友達 と暮 していた 当時の パ リで あ
る。魔術師Haddoが 妻 をHampshireの大邸宅 につれ て くる と,陰 うつ さ
と恐怖がたち こめ る。彼は ヒ ロイ ンのMargaretに催眠術 をかけ るが,こ れ
は彼女に結婚 せ ん としてい る外科医に復讐す るためであ る。彼 は,彼 女に結
婚 し,自 分 の実験の用意をす る。彼 は小人 をつ くるため処女の血液が必要 な
のであ る。それでHampshireにつれ て きたのであ る。外科 医は,フ ラ ンス
人の医者の友で,エ ジプ トでblackmagicを研究 したDr・Porhoetの助け
をか りて彼女を救出 しよ うとす る。その救助は失敗 し彼女 は死ぬ。Porhoet
は魔術師 を物質化す ることに成功す る。Haddoは 自分 の創 り出 した小人達
と,焼 死 して しま う。Branderも,rMaughamがこんな作 品に手 をそ めた
とは,信 じられ ぬ」 とも らしてい る如 く,実 に荒唐無稽 の物語 であ る。 田中
西二 郎氏 の この作に対す る考え方には,傾 聴すべ き ものがあ る と思はれ るの
で,附 記 してお こ う。
「この小説 の標題 の 〈魔術師〉 とはOliverHaddoの事 で,す なわち
作 品はHaddoと い う怪 人物 を拉 し来 て,現 代の花 の都パ リに超 自然の
怪異 な力を もつ一 人の 〈魔術師〉を描 いてみせ た。 これが この一篇の主
題 であ っていわば一種 の怪奇小説,恐 怖小説であ る点で,モ ームの作品
系列で は,と びぬけ た,特 殊な作品であ る。 もつ ともこの種の小説がい
ギ リスにはめず らしくはな く,多 角的才能の持主 であ るこの作家が,一
度は ここ ろみた くな って も当然 と思われ る ジャソル と見 られ るで あろ
う。 ステ ィヴ ンス ンの 『ジーキル博 士 とハ イ ド氏』,ワ イル ドの 『ドリ
ア ン ・グ レイの 肖像』 は,い まで もこれ ら両作 家の最 も有 名な作品 の一
つに数え られ てい るが,ど ち らも現代的背景の前 に大胆 な超 自然的,非
W.S.Maughamの小 説 の歴史的 概観 (47)
合理的な事件を押 し出 している点が,そ の際だった特色をなしている。
〈魔術師〉 もプロツ トのこうした離れ業によって,これ ら先輩の著名な作
品と太刀討ちを桃 もうとす る若い作家の野心作 とみ られぬことはない」
「この小説で,モ ームは,よ く言われ る耽美主義 的傾 向を,ほ かの ど
の小説 よ りも色濃 く示 してい る。 ペイ ターか らワイル ドへ と承け継がれ
発展 させ られた イギ リス唯美主義運 動の雰 囲気のなかで青春 を迎 えた モ
ームと しては,魔 術 とい う言葉 の連想 だけで も,ペ イ ターが 『ル ネ ッサ
ソス』 で語 ったモ ナ ・リサの異教的 な美や,ワ イル ドの 『サ ロメ』に示
された古代的幻想が浮んで菜 るのは,少 し月並すぎるほど自然なことだ
が,こ うした近い過去の有名な作品か ら大胆な引用を敢て しなが ら,そ
れが装飾的効果を挙げ,物 語の色調の統一に役立っているのは,や は り
作者が 『非常に骨を折 り,素材を一つにまとめるのに苦心 した』痕を示
す一例であろう。なぜな らモナ ・リサ もサ ロメも,彼 女たちを近代の文
学に復活させた世紀末の唯美主義黒潮そのもの も,見 方を変えると,こ
の小説でモームが企てているもう一つのモチーフー 『魔術 とは何か
?』 とい う問いに知的に答え ようとす る意図か ら取 り扱われているか ら
くり
であ る」.(未 完)
(1)田 中 西 二 郎:魔 術 師,解 説(サ マ セ ツ ト・モ 一ー・一ム全 集 第29巻,新 潮 辻)
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